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200 万人を超える在留外国人数は 2013 年から再び増加し続けています。
入管法改訂の影響もあり、超過滞在者の健康がこれまで以上に脅かされる懸
念がある中、住民登録がない状況でも最低限受けられていた行政サービスが
受けられなくなる事態も生まれています。東京都における母子保健分野では、
乳幼児健診や新生児訪問などの母子保健サービス提供の場面で、言語の障壁
がある母親のために通訳が手配されること、外国語で書かれた母子保健サー
ビスの資料が提供されることが、ほとんどないことが分かりました。シェア
は、事前調査を経て、外国人母子が安心して適切な母子保健サービスにアク
セスできるためのプロジェクトを新たに開始しました。

外国人母子の
健康を守るため
新プロジェクトを始動

日本
Jap a n

活動の背景・課題

多言語支援体制が遅れている母子保健分野

プロジェクト概要

在日外国人の健康支援プロジェクト
活動目的

医療サービスを受けることが困難な在日外国人が、
健康を維持・増進できる支援体制を整備する。

活動地

関東甲信越エリア。電話相談対応は全国エリア。

対象者

保健医療に関する問題を抱える在日外国人とその支
援者

活動概要図

結核患者 母と子

日本社会
在日外国人HIV陽性者

1. 外国人患者療養支援
4. 外国人コミュニティ啓発

2. 母子保健分野における
 多言語支援体制の構築

3. 外国人の健康・医療に
 関する相談
 （電話相談、健康相談会）

4. 調査研究・
 アドボカシー

シェア

・東京都
・ぷれいす東京1）

・医療通訳（支援員）
・東京都内の保健所
・医療機関
・タワン2）

・CRIATIVOS-Projeto Saude3）

協力関係
パイロット区4）の
・外国人コミュニティ
・自治体
・医療機関
・外国人支援団体

協力関係
＜健康相談会＞
・外国人コミュニティ
・ボランティア
・外国人支援団体
・自治体
・医療機関等　

協力関係
「エイズ対策
研究事業」研究班

協力関係
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1. 外国人患者への療養支援（結核、エイズ。東京都委託事業、ぷれいす東京1）事業協力）
東京都外国人結核患者治療服薬支援員養成・派遣事業ではベンガル語とクメール語を追加し、保健所からの
依頼を受けて通訳を 228 件派遣しました。その他、結核・エイズの通訳を 16 件派遣しました。
2. 母子保健分野における多言語支援（通訳）体制の構築（新規事業）

「東京都内のパイロット区 4）において外国人母子が適切な母子保健サービスを受けることができる」という目
標で 4 月から新たに母子保健活動を開始しました。本年は、外国人母子向けの母子保健サービスに関する資
料を作成するために、既存資料の収集と内容の分析を行いました。また杉並区、足立区、板橋区での情報収集、
自治体や外国人コミュニティなど関係機関との連携に向けた会議等を実施しました。
3. 外国人の健康・医療に関する相談
主に保健・医療従事者から相談が寄せられました（右表参照）。育児
不安や癌などの医療通訳を 5 件派遣しました。健康相談会は規模縮
小に伴い計 5 回（東京、神奈川、千葉）を開催し（受診者数 136 人、
21 カ国）、4 月から神奈川県開催を港町診療所へ引き継ぎました。
4. 外国人コミュニティへの啓発、調査研究・アドボカシーなど
タワン 2）を中心にタイ人へのエイズ啓発、アウトリーチを計 4 回、
相談員研修を 1 回実施しました。また年賀寄附金配分助成を得て 3
月まで結核啓発パンフレット（5 言語）を配布しました。厚生労働
科学研究費補助金エイズ対策研究事業「外国人におけるエイズ予防
指針の実効性を高めるための方策に関する研究」班に参加し（3 月
終了）、調査や資材開発、セミナー開催（名古屋）に協力しました。
その他、移住連 5）外国人医療と生活ネットワーク月例会参加、大学
等での講義（9 校）、学会発表等を行いました。

活動報告・成果

結核の通訳を 2 言語追加。母子保健活動を開始

2016 年外国人医療電話相談件数
相談分類 ケース数 対応数

タイ人に
関する相談

エイズ 8 17
一般医療・健康 17 24
その他 1 1

外国人に
関する相談

（タイ人以外）

エイズ 30 126
一般医療・健康 77 162
その他 1 2

日本人に
関する相談

エイズ 5 7
一般医療・健康 3 8
その他 0 0

　　合計 142 347
※ 月 ･ 水 ･ 金 10 時〜 17 時。 

木 ･ 土タイ語相談（タワン 2）担当）
※ 回数は、相談に対するシェアからの調整連絡や e-mail

での相談、対面相談も含む
※  2010 年 7 月より、相談者との調整連絡以外（内部・

外部調整）は上記対応数に含めない

活動計画

事業全体の目標を明確にし、母子保健事業を中心に 3 年後の成果を目指す
プロジェクト目標「外国人が安心して保健医療サービスを受けられる（〜 2019 年）」を新たに決め、①保健
医療供給者が外国人保健医療の問題に対応できるようになる、②地域連携の改善、③保健医療サービスを受け
るための情報発信の強化、を目指します。また、母子保健事業を中心に成果を出すこと、事業に見合う人員を
確保し資金調達に注力すること、相談事業の明確な中長期目標と計画を立案することを重点目標とします。

1） 特定非営利活動法人　ぷれいす東京
2） 日本に住むタイ人の健康をサポートするボランティアグループタワン（TAWAN）
3） NGO CRIATIVOS-Projeto Saude 
4） 事前調査結果をもとに活動地として設定した区（杉並区、板橋区、足立区のうち 1 〜 2 区）
5） 特定非営利活動法人　移住労働者と連帯するネットワーク

10 月に、「病気になっても安心して医療を受けられない在日外国人への支援」に注力す
べくクラウドファンディングに挑戦しました。その結果、161 人という多くの皆様から
2,205,000 円ものご支援をいただきました。この時期に合わせて別途ご寄付をくださった
方を含めると更に多くのご支援となりました。感謝の気持ちで一杯です。今後も、在日外国
人の健康問題に真摯に向き合い一層の努力をしていきたいと思います。

在日外国人支援チーム一同

感謝　クラウドファンディングへのご支援、ありがとうございました。

通訳を介した診療の様子
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専門性を活かして伝える

●講演会、活動報告会、講師派遣、研修
［活動報告会］
・駐在員の報告会及び交流会を実施しました。（タイ 1 回、カンボジア 1 回、

東ティモール 1 回、カンボジア・東ティモール合同１回、インターン企画
1 回）

［講師派遣］
・小・中・高校・大学の授業、セミナー・シンポジウム・ワークショップの

講師として職員及び役員を派遣しました。（全 40 回）

［研修］
・シェア主催 国際看護・保健を目指す人のためのキャリアナビ講座（１回）
・JICA 青年海外協力隊エイズ対策集合研修（全 3 回）

●調査研究（学会参加）
・国際保健医療学会（1 回）

ホットジェネレーションのミュージカルは
在日外国人の健康がテーマでした。
会場にて出演者と共に（1 月）

国際看護・保健を目指す人のためのキャリ
アナビ講座では講義とグループワーク形式
の 2 部構成で行い、参加者同士の活発な話
し合いがされました。（10 月）

教材ピックアップ！

シェア主催による「国際協力連続講座」を完全収録！
国際協力について学びたいと思っているみなさん！是非お見逃しなく！
国際協力の現場に携わっている経験豊富な講師陣。
専門家が生の声で、理念から実践まで分かりやすく解説します。
現地で実践されているアイデア満載の「アイスブレーキング」や

「参加型ワークショップ」も模擬体験しながら楽しく学べます。

* 講座のタイムテーブルや、アイスブレーキング資料が収録されています。
* ご自宅などでの個人利用に限り、割引価格でご購入いただけます。詳細は事務局までお問い合わせください。

DVD 教材
「私もできる国際協力　いのちを守る連続講座」6 巻セット　価格（税込）：21,600 円

普及啓発／市民活動／広報
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●イベント参加
タイフェスティバル、グローバルフェスタ、ホットジェネレーションミュージカル　他（全６回）

●スタディツアー
シェア主催スタディツアー　カンボジア実施（1 回）

●ボランティア
発送作業、イベント、広報など、事務局運営をお手伝いいただきました。

［火曜（通う）ボランティアデー］
47 回開催したボランティアデーには年間 56 名が参加。内 15 名は 20 回以
上のリピーターです。約 1000 時間の貴重なお時間を発送作業や事務作業の
ために貢献してくださいました。

［イベントボランティア］
たくさんのボランティアの方にご協力いただき、グローバルフェスタ、バザー、報告会などのイベントを盛
り上げていただきました。

［広報ボランティア］
10 名の広報ボランティアの協力で、HP 改築、広報誌「シェアライフ」の制作・
発行・配架など多岐にわたりご協力いただきました。

●情報発信
既存の媒体であるブログ・Facebook・Twitter を合わせて情報発信を行いま
した。また、機関誌「ボン ･ パルタージュ」（年１回）、年次報告書、広報誌「シェ
アライフ」（年２回）、メールマガジンの発行を行いました。

ボランティア感謝デーで感謝状を受け取っ
た火曜（通う）ボランティア

広報ボランティアのご協力により、広報誌
「シェアライフ」の制作・発行・配架を行い
ました。

2016 年、火曜（通う）ボランティアとして一番参加率が高かったボランティアさんより
応援メッセージを頂きました。

私はシェア（分かち合う）という言葉が大好きです。支援には色々な方法があると思いま
すが、マザーテレサは「みんなが持っているものを分かち合いなさい」と言っていました。
それは体力、時間、知恵、目に見えるもの見えないもの何でも大丈夫です。
その分かち合う一つの方法として、火曜（通う）ボランティアを選びました。東京事務所
へ来る際には自身が作った野菜を売って支援なども行っています。
シェアのボランティア活動を知れば、シェアと繋がりたいと思う方が沢山来ていただける
と思います。その繋がりの輪をもっと広げたいと思います。

火曜（通う）ボランティア　柳田 信一

火曜（通う）ボランティアより応援メッセージ

柳田 信一さん
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支えてくださり、ありがとうございます。

シェアの支援者

10 万円以上の補助金、助成金、寄付金をいただいた団体・企業及び
事業連携先
●タイ

（特活）WE21 ジャパンあさお
（特活）WE21 ジャパンかなざわ
（特活）WE21 ジャパンざま
（特活）国際協力 NGO センター（JANIC）NGO サポー
ト募金

（公財）毎日新聞社東京社会事業団

●カンボジア
（特活）WE21 ジャパン厚木
英信寺
皆春堂 かおり小児科
戒法寺
外務省（NGO インターンプログラム）
花王株式会社／花王ハートポケット倶楽部
勝楽寺
観智院

（特活）国際協力 NGO センター（JANIC）NGO サポー
ト募金
積水ハウス株式会社／積水ハウスマッチングプログラム
の会
全日本自治団体労働組合（自治労）神奈川県本部
長専院
定泉寺　　
日蓮宗 あんのん基金
日本労働組合総連合会（連合「愛のカンパ」）
UA ゼンセン「家庭に眠る小さなお宝キャンペーン」
本誓寺
財団法人まちづくり地球市民財団

養運寺
立正佼成会 一食平和基金

●東ティモール
（特活）WE21 ジャパンざま
（特活）WE21 ジャパンみやまえ
外務省（NGO 海外スタディ・プログラム）
外務省（日本 NGO 連携無償資金協力）

（特活）国際協力 NGO センター（JANIC）NGO サポー
ト募金
 （公財）ベルマーク教育助成財団

●在日外国人支援
訪問看護ステーションコスモス　
東京都福祉保健局（事業委託）
日本郵便株式会社 年賀寄附金配分助成

（特活）ぷれいす東京（事業協力）
Rei Foundation Limited

●その他
（医）いこいの森
訪問看護ステーションコスモス

（医）三軒茶屋リハビリテーションクリニック
（医）すくすく会　木村小児科
第３２回日本眼腫瘍学会
医療法人財団ファミーユ
富士ゼロックスシステムサービス株式会社／富士ゼロッ
クスシステムサービス ボランティア基金
六花亭株式会社　六花亭共済会
株式会社 waja

株式会社コンジュトレードジャパン

いのちのパートナー参加企業・団体
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組織

●海外駐在スタッフ
・カンボジア：
 清モーガン三恵子（地域保健専門家）
・東ティモール：
 福山修次（現地代表、5 月赴任）、秋山真輝（プロジェクト・コーディネーター、1 月赴任）、中山中（現地代表、6 月離任）

●国内スタッフ
・東京事務局フルタイム：
 岩﨑守（事務局長、4 月着任）、西山美希（法人連携・普及啓発担当）
 青木美由紀（支援者サービス担当）、比田井純也（広報担当、3 月着任）、山本裕子（在日外国人支援事業担当）
 吉森悠（海外事業担当）、佐藤真美（事務局長、4 月退職）、飯澤幸代（広報担当、3 月退職）
 広本充恵（海外事業担当、3 月退職）
・東京事務局パートタイム：
 井生俊介（経理総務担当、4 月着任）、虎頭恭子（海外事業担当、4 月着任）
 末永明日香（海外事業アシスタント、4 月着任）、廣野富美子 ( 在日外国人支援事業アシスタント )
 森本由布子（支援者サービスアシスタント、4 月着任）、横川峰子（在日外国人支援事業アシスタント）
 山脇克子（海外事業担当、3 月退職）
・東京事務局インターン：
　＜第 15 期＞秋山季奈、小野寺千恵、中村美紀子、林真由
　＜第 16 期＞野瀬友望、乗上美沙、山影美和、吉岡光子、若尾彰子

●理事 
本田徹（代表理事、浅草病院　医師）、澤田貴志（副代表理事、港町診療所　医師）
磯田厚子（女子栄養大学　教授）、鈴木直喜（清泉女子大学　教授）
仲佐保（（独法）国立国際医療研究センター　医師）、仁科晴弘（江東病院　医師）
本橋栄（（社福）至誠学舎立川　社会福祉士） 
山口誠史（（特活）100 万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター　総務部長）
山下眞実子（（特活）訪問看護ステーションコスモス代表、看護師）、李節子（長崎県立大学教授、助産師・保健師）

●監事
高塚直子（公認会計士・税理士）、蓮尾慶冶（元日本民際交流センター事務局長）

●顧問
石川信克（（公財）結核予防会結核研究所　所長）、鎌田實（諏訪中央病院　名誉院長）
天明佳臣（神奈川県勤労者医療生活協同組合　理事長）

●専門委員
工藤芙美子（保健アドバイザー、カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、松井三明、宇井志緒利（カンボジア）
佐藤真美（カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、川口みどり、豊川智之（東ティモール）
中久木康一（在日外国人支援、緊急支援）
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会計報告
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